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中で、新規情報分子として近年注目を集めている CLEペプチドの 1つが GAに応答して合成され、植物体
の発生・生長に寄与している可能性を示したものである。CLEペプチドの機能解明に関しては今後の更なる
分子生物学的解析が待たれるものの、CLEの中でも今まで機能が全く明らかになってこなかったグループに
属する CLE6 の挙動と機能の一部が解明された点が高く評価できる。
　また、今までの地上部 GAの根に対する生理作用の研究は、シロイヌナズナ以外の植物種を用いて行なわ
れてきたが、本研究では、分子生物学のモデル植物であるシロイヌナズナにおいて地上部の GAに応答して
根で発現する遺伝子がマイクロアレー法を用いて CLE6 以外にも複数同定された。この研究結果は、今後の
植物の遠距離情報伝達機構の解明に貴重な素材を与える点からも、その価値は非常に高い。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
